
藪添先生・お風呂
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身体の疲れも取れるし、すごくリフレッシュで
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聞こえてきたから」といって長い旅には出

くならシャーロックホームズの部屋があるイギ

のアンの住んでいたグリーンゲイブルズがあ

るカナダのプリンスエドワード島など、大好きな物語の舞台となったと

った場所でも思い入れがある所って、なんだ

だし、観光していてもワクワク度が違う気

がします。どちらもお金と時間がかかりますので、

いつになるかわかりませんが死ぬまでに一度は
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には、時代ものもよく読みます。宮部みゆき

本は現代ものも何冊か読みましたが、何と
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初』や『ぼんくら』シリーズがすごく面白
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いテーマのすごく感情を揺さぶられるような本

結構体力をつかうので、退職して時間ができた
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熱中症に注意してくださいね。

（ 保健体育科 藪添順子 ）
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